
日本三大名湯のひとつである下呂温泉街中心部の遊休地を有効活用し、観光と交流、情報発信の拠点を整備。施設は観光案内コーナー、地域交流室、トイレなどで構成され、立ち寄りやすい街歩きの拠点となっている。

水まわりの特長
建物の特徴
日本三大名湯のひとつとされる岐阜県下呂温泉は、年間約100万人が訪れる観光地である。下呂市では、下呂市観光の中心である下呂温泉街の魅力向上のため、温泉街中心部の遊休地を有効活用。観光と交流、情報発信の拠点として、「下呂市観光交流センター 湯めぐり館」を開設した。施設は観光案内コーナー、地域交流室、トイレなどで構成され、下呂温泉の名を全国に広めた室町時代の僧・万里集九の像や手湯なども設けた。立ち寄りやすい、街歩きの拠点となり、建物の構造材や造作材には下呂市産の檜や杉といった地元材を使用し、ぬくもりのある空間を創出している。また、災害時には観光客の防災拠点としての役割も果たすため、案内機能が継続可能となるよう自家発電機を設置している。

トイレの特長
下呂市産木材とそれを引き立たせる白い壁により、清潔感にあふれた、ぬくもりあるトイレ空間を創出。だれもが使いやすく快適なトイレになるよう男女トイレには、乳幼児連れ配慮として、ベビーカーごとはいれるひろびろブースを設置し、ベビーシートやベビーチェア、フィッティングボードを完備。観光案内コーナーの窓口横には、授乳室も整備されている。また、バリアフリートイレには、大型の収納式多目的シートを設置し、成人のおむつ交換も可能となっている。冬季は、気温が下がるためパネルヒーターを設置。市内観光や街歩きの拠点にふさわしいトイレが整備されている。

建築概要
名称 下呂市観光交流センター湯めぐり館
所在地 岐阜県下呂市森字アタノ1075-1
施主 下呂市
設計 大日コンサルタント・大建設計 設計共同体
施工 松田建設株式会社
竣工年月 2022年4月
敷地面積 1,389.06㎡
建築面積 328.22㎡
延床面積 239.74㎡
構造・階数 木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498BC
ウォシュレットPS （擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AUY
ウォシュレット アプリコットP （温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840AUP*系 
棚付二連紙巻器：YH702／チャームボックス（汚物入れ）：YKB102
自動洗浄小便器：UFS900R／壁掛ハイバック洗面器：LSG125AA、 LSG135AA 
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADA*21R1C1ASD2WA
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S
フィッティングボード：YKA41R／収納式多目的シート：EWC520ARS
LED照明付鏡：EL80016／化粧鏡：YM6090A／全身鏡：YMK50K

小便器は清掃性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を採用し、1ヶ所に手すりを設けている。冬季は冷え込むため、パネルヒーターにより暖房をおこなう。大便器は、パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。さまざまな人の利用を想定して手すりを設置している。洗面はコンパクトな壁掛ハイバック洗面器を採用。お湯で手洗いができるように電気温水器を設置し、さらに洗面器の間にクリーンドライを設けている。鏡は照明付きを採用し、身繕いがしやすいように配慮している。

温泉塔は、下呂温泉の源泉で「手湯」が楽しめる。チョークボードは、自由に案内板として使用。レンタルの電動アシスト付き自転車で温泉街周辺を散策できるため、トイレ前には駐輪場も完備している。

観光案内コーナーの窓口横には、乳児連れも安心して散策できるよう、授乳室を完備している。車いす使用者やオストメイトに配慮して、汚物流しを備えたコンパクト・バリアフリートイレパックを採用。さらに、ベビーチェアや収納式多目的シートも用意されている。乳幼児連れに配慮し、男女トイレそれぞれにベビーカーごと入れるスペースを確保した、ひろびろブースを設置。ベビーシートやベビーチェア、フィッティングボードを完備している。

トイレの出入口付近には、身だしなみ配慮として全身鏡を設置。通常、入口は開放されているが、夜間営業時間外には施錠管理ができるようにしている。

下 呂 市 観 光 交 流センター 湯めぐり館

jp.toto.com/com-et/jirei/ 2022.08 作成　無断複製・転載禁止 ©TOTO LTD. 2022 All Rights Reserved 27062

下 呂 市 観 光 交 流センター 湯めぐり館

女性トイレ 入口 トイレの出入口付近には、身だしなみ
配慮として全身鏡を設置。通常、入口
は開放されているが、夜間営業時間
外には施錠管理ができるようにしてい
る。

男性トイレ 大便器ブース 乳幼児連れに配慮し、男女トイレそれ
ぞれにベビーカーごと入れるスペース
を確保した、ひろびろブースを設置。ベ
ビーシートやベビーチェア、フィッティン
グボードを完備している。

バリアフリートイレ 車いす使用者やオストメイトに配慮し
て、汚物流しを備えたコンパクト・バリ
アフリートイレパックを採用。さらに、ベ
ビーチェアや収納式多目的シートも用
意されている。

授乳室 観光案内コーナーの窓口横には、乳
児連れも安心して散策できるよう、授
乳室を完備している。

全体 温泉塔は、下呂温泉の源泉で「手
湯」が楽しめる。チョークボードは、自
由に案内板として使用。レンタルの電
動アシスト付き自転車で温泉街周辺を
散策できるため、トイレ前には駐輪場も
完備している。

女性トイレ 洗面コーナー 洗面はコンパクトな壁掛ハイバック洗
面器を採用。お湯で手洗いができるよ
うに電気温水器を設置し、さらに洗面
器の間にクリーンドライを設けている。
鏡は照明付きを採用し、身繕いがしや
すいように配慮している。

女性トイレ 
大便器ブース

大便器は、パブリックコンパクト便器・フ
ラッシュタンク式を採用。さまざまな人
の利用を想定して手すりを設置してい
る。

男性トイレ 
小便器コーナー

小便器は清掃性に優れた壁掛型の
自動洗浄小便器を採用し、1ヶ所に手
すりを設けている。冬季は冷え込むた
め、パネルヒーターにより暖房をおこな
う。
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外観 日本三大名湯のひとつである下呂温
泉街中心部の遊休地を有効活用し、
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